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              檜原学園檜原小学校 

 ６月 号 
令和５年度 

６月１日(木) 

村民魂 

校長 下川 耕史 

 

天候に恵まれ、コロナウイルス感染症による入場制限が撤廃されて大勢の観客に見守られる中、５月２７

日（土）に第８回檜原学園運動会が盛大に執り行われました。大会のスローガンは中学校で募集されて決定

されたもので、「完全燃焼～村民魂を見せつけろ～」でした。開会式では、PTA会長に「村民魂」を注入し

ていただき、大変な盛り上がりと、児童生徒の満足の中、運動会は大成功となりました。 

今回のスローガンに込められた「村民魂」というフレーズを聞いてから、私はちょっとこだわって子供た

ちの様子を見ており、そして運動会当日にいたく感動させられました。スローガンが紹介された際、特に「村

民魂」とはどういうものなのか、詳しい説明はありませんでした。でも、このフレーズはすんなりと歓迎さ

れ、特にその内容が議論されている様子はなかったのですが、子供たちの口に上るようになりました。子供

たちそれぞれの中にある「村民魂」のイメージは異なるかもしれませんが、みんな「村民」としてのつなが

りを感じる象徴になっているようでした。また、先述のようにPTA会長から「村民魂」を注入していただ

いた際、観覧されている皆さんの受け止めも大変好評であったように感じました。「村民」としてのつなが

りが、大人も子供も巻き込んで、会場をうれしい、あたたかな雰囲気で包むようでした。 

来賓席にも「村民魂」はあふれていました。来賓の方々は多くの子供たちを見知っていただいており、我

がことのように応援してくださいます。それぞれの方々の小中学校時代の運動会の話や、まだ破られていな

い記録のことなども話題となり、盛り上がっていました。それもみんな、この檜原村で育まれたものでした。

檜原学園の運動会は、檜原小学校と檜原中学校がただ合同で運動会をしているのではなく、時空を超えて「村

民魂」でつながっていることを改めて感じ、感動したのでした。 

檜原学園は、「つなごう未来の檜原プロジェクト」と称し、「檜原について知り、深く理解し、檜原の今と

未来に貢献できる」子供を育てることを目標としています。以前は、檜原のことをあまり意識せずに育ち、

聞かれても答えることができない子もいたと伝え聞いておりますが、学園の子供たちは、檜原村の深い懐に

しっかりと根差した芯のようなものをもって育っていっているのだと感じています。学園訓である「つなぐ、

つなげる、つながる」の言葉通り、「村民魂」でつながっております。これからも本学園の教育活動にご理

解とご協力をお願いいたします。 

 

檜 小 だ  よ  り 

 

 

離任式 ～ありがとうございました～ 
 

 ５月2日、檜原村の教育のためにご尽力いただいた４名の教職員の離任式が行われ 

ました。皆さん、児童達の心のこもった手紙と花束を受け取ると、たくさんの思いを 

胸に、最後の言葉を児童に語りかけてくださいました。ここまで築き上げて下さった 

皆さんに感謝し、離任された皆様の更なる活躍を願っています。 

 
 

 



 元気アップウィーク 
～運動会・体力テストに向けて～ 

5月15日からの一週間、元気アップウィークへのご協

力ありがとうございました。保護者会でもお知らせしまし

たが、檜原小では年に3回の元気アップウィークがありま

す。今回は運動会・体力テスト前ということもあり、怪我

防止の点からも元気アップ集会では全校で魔法のストレッ

チ、身体の柔軟性を高める動きに取り組みました。 

元気アップウィークは終わりましたが、是非、継続して

柔軟運動などご家族でしていただければと思います。 

 

                                 体育委員会 

 

 
生活指導部から 

 

 

 

 

２年生 人権の花の取組 
 

 ５月８日（月）、人権委員の方を講師に迎え、２年生は、

「人権の花運動」に取り組みました。「人権の花運動」は人

権教育の一環として、自分も他者も大切にしようと呼びか

け、その象徴として、花を育てていく活動です。 

まだまだ幼い２年生ですが、子供たちの心に、人間にと

って大切なことの芽を育て、相手の気持ちを考えて接する

ことのできる人になって欲しいです。 

２年担任  

  

 

 

５・６年生 遠足 
４月２８日（金）に、５,６年生の遠足で「大岳山」に行って

きました。当日は、天候にも恵まれ、途中、険しいところもあ

りましたが、互いに声を掛け合いながら登り切った子供たちの

表情はとても晴れやかで充実した様子でした。３人のレンジャ

ーさんから歩きながら植物や動物のことを教えていただいた

ことによって、より楽しく登山をすることができました。これ

で６年生は、檜原小学校の校歌にも出てくる檜原三山（大岳・

三頭・御前）を制覇しました。５年生は来年、御前山に登る予

定です。遠足で培った体力と精神力をこれからの学習や生活、

行事等でも生かして、様々なことに挑戦していってほしいと思

います。 

遠足に向けて、お弁当等の準備をしていただき、ありがとうござ

いました。     

 

５年担任  

 

 

 

 

 

はたらく消防写生会 
5月1日に2，3年生対象

としたはたらく消防写生会が
行われました。この消防写生
会は秋川消防署および檜原村
消防団のご協力をいただい
て、消防車や救急車を見なが
ら写生を行う授業です。当日
は、檜原出張所の消防士さん
方にも来校いただき、消防士
さんの消火活動の様子も再現
していただきました。２、3
年生は、その迫力にびっくり
していました。作品は、9 月
上旬までの審査を経て、優秀
賞や入選作品が選出されま
す。ご協力、ありがとうござ
いました。図工  

 

ろうかの歩き方と、雨の日の過ごし方を考えよう！ 

 

 

避難訓練について 
5月の避難訓練は、秋川消防署の協力で防災訓練を行い

ました。起震車体験、通報訓練、煙体験、初期消火訓練な

どを経験することができました。毎年行っている防災訓練

ですが、いざ災害にあった時に自分の身をどのように守る

のか、どのような行動をとることができるかを考えるよい

機会となっています。 

ご家庭でも、いざ火事や地震等の災害に遭った時にどこ

に避難をするのか、どこに集合するのか等を話し合ってお

いてください。 

いつ起きてもおかしくな 

い災害への備えを万全にし 

ていきたいと思います。 

 

生活指導部  
 

梅雨に入ると檜原小では、校舎内のろうかや階段が、湿気

で滑りやすくなる日が多くなります。こういう時こそ、ろう

かの歩き方を考えて過ごしていきます。６月上旬には親子読

書旬間もあります。静かに本を読み、落ち着いた気持ちで、

梅雨を過ごせればと思います。 
 

いじめ防止月間 
 

 学校生活にも慣れてきた6月、今月はいじめ防止月間にな

ります。道徳の授業等を通していじめ防止に努めていきま

す。また、東京都ではいじめ対応への留意事項としていじめ

が犯罪行為に相当し得ると認められる場合には学校として

も、警察への相談・通報を行うことが示されています。檜原

小でも警察と日常的に情報共有や相談をしていじめ防止に

対して連携して取り組んでいきます。    

生活指導部  

  


